
今
年
度
新
た
に
十
九
名
の
職
員

が
玉
城
中
学
校
の
仲
間
に
加
わ
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
学
年

仲
間

先
生
（
国
語
）

な
か

ま

津
波
古

先
生
（
理
科
）

つ

は

こ

松
岡

先
生
（
英
語
）

ま
つ
お
か

大
城

先
生
（
保
体
）

お
お
し
ろ

二
学
年

照
屋

先
生
（
国
語
）

て
る

や

當
山

先
生
（
美
術
）

と
う
や
ま

奥
間

先
生
（
社
会
）

お
く

ま

笹
木

先
生
（
英
語
）

さ
さ

き

三
学
年

喜
屋
武

先
生
（
理
科
）

き

や

ん

山
内

先
生
（
国
語
）

や
ま
う
ち

仲
本

先
生
（
技
術
）

な
か
も
と

伊
敷

先
生
（
社
会
）

い

し
き

そ
の
他

徳
元

先
生
（
教
頭
）

と
く
も
と

金
城

先
生
（
養
護
教
諭
）

き
ん
じ
よ
う

宮
城

先
生
（
学
習
支
援
員
）

み
や

ぎ

湧
上

先
生
（
特
別
支
援
員
）

わ
く
が
み

田
邊

先
生
（
学
校
司
書
）

た

な
べ

仲
里

先
生
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）

な
か
ざ
と

坂
本

先
生
（ｱ

ｼ
ｽﾄ

相
談
員
）

さ
か
も
と

三
月
前
半
の
約
二
週
間
の
臨

時
休
校
に
引
き
続
き
、
四
月
に

入
っ
て
も
市
内
各
小
中
学
校
で

は
休
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
校
に
お
い
て
も
、
新
学
年

度
の
ス
タ
ー
ト
が
約
一
か
月
ほ

ど
遅
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
休
校
期
間
中
に
自
宅
で

学
習
が
で
き
る
よ
う
に
生
徒
向

け
の
課
題
を
二
回
に
渡
っ
て
配

付
し
て
い
ま
す
。
八
・
九
日
の

第
一
回
目
に
は
、
新
入
生
を
含

む
全
生
徒
が
課
題
を
受
け
取
り

に
来
校
し
て
く
れ
ま
し
た
。

〈 学校教育目標 〉

自ら学び 自ら考え (知)

心豊かに 実践する (徳)

たくましい 生徒 (体)

令和２年４月２０日

第１号

校長 上原 久由

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
拡
大
を
避
け
る

た
め
、
県
立
高
校
及
び
多
く
の
市
町
村
立
小
・
中
学

校
は
新
学
期
開
始
を
継
続
し
て
見
送
っ
て
い
ま
す
。

南
城
市
で
も
今
週
か
ら
の
学
校
再
開
の
予
定
を
延

長
し
、
来
月
六
日
（
水
）
ま
で
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

休
校
期
間
中
は
不
要
不
急
の
外
出
を
自
粛
し
、
各
家

庭
で
の
自
主
学
習
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

休校期間中の学習課題受け渡し（９日）

ウイルス感染のリスクを避けるため、車で来校

した保護者には「ドライブスルー」方式での受け

渡しを行いました。休校延期に伴い、20日（月）

・21日（火）の両日には前回の課題回収と追加課

題・教科書（５教科）・資料等の配付を行います。

日 曜 行 事 等

赴任式・始業式 （⇒中止）

(～21)尿検査 （⇒５月に延期）
20 月

２・３年生 課題等の回収・配付

入学式 （⇒中止）

(～5/12)教育相談 （⇒延期）
21 火

１年生 課題等の回収・配付

26 日 授業参観・ＰＴＡ総会（⇒延期）

29 水 昭和の日（祝日）

３ 日 憲法記念日（祝日） ５月↓

４ 月 みどりの日（祝日）

５ 火 こどもの日（祝日）

６ 水 振替休日

７ 木 １学期スタート（予定）

８ 金 校内スポレク大会 （⇒延期）

15 金 (～22)家庭訪問 （⇒なし）

20 水 地区夏季大会開会式 （⇒中止）

27 水 (～28)中間テスト （⇒各教科で）

※ 今後の状況次第で変更することもあります。

今後の主な予定

立
志

先
生
方
も
、
三
密
（
密
閉
・

密
集
・
密
接
）
を
避
け
な
が
ら

学
級
開
き
・
授
業
開
き
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
休
校
期
間
を
利
用
し
て

校
舎
内
外
や
各
教
室
等
の
環
境

整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

休
校
期
間
終
了
後
も
、
全
体

や
学
年
が
集
合
す
る
形
式
で
の

始
業
式
・
入
学
式
等
の
開
催
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
書
面
で
各
学

年
・
学
級
の
先
生
方
の
紹
介
を

済
ま
せ
、
積
極
的
に
生
徒
と
の

「
つ
な
が
り
」
を
実
行
し
ま
す
。

四
月
三
日
、
南
城
市
と
国
際

友
好
交
流
都
市
の
盟
約
を
結
ん

で
い
る
中
国
江
陰
市
よ
り
医
療

用
マ
ス
ク
二
万
枚
が
南
城
市
に

寄
贈
さ
れ
、
学
校
規
模
に
応
じ

て
五
百
枚
の
マ
ス
ク
が
玉
城
中

学
校
に
も
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
を

と
お
し
て
届
き
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
マ
ス
ク
は
十
枚

ず
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
梱
包
さ
れ

て
い
る
た
め
、
衛
生
面
を
考
慮

し
て
学
校
再
開
後
に
全
生
徒
に

一
枚
ず
つ
配
付
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

始
業
式

学
校
長
式
辞
を

「
簡
易
紙
面
版
」
に
編
集
↓

二
年
生
・
三
年
生
の
皆
さ

ん
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
進
級
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
中
堅
学
年
・
最
上
級
生
と

し
て
み
ん
な
で
協
力
し
、
こ
の

玉
城
中
学
校
を
ま
す
ま
す
発
展

さ
せ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

二
年
生
に
は
い
よ
い
よ
「
後

輩
」
が
で
き
ま
す
。
頼
り
に
な

る
先
輩
と
し
て
、
ま
た
三
年
生

を
支
え
る
中
堅
学
年
と
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
力
を
発
揮
し
て

活
躍
す
る
ケ
ー
ス
が
ま
す
ま
す

増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

三
年
生
は
、
各
学
校
行
事
や

部
活
動
、
そ
れ
に
生
徒
会
活
動

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
学
年
後
半
に

は
進
路
選
択
と
い
う
人
生
の
大

き
な
岐
路
に
さ
し
か
か
り
ま
す
。

夢
と
希
望
と
強
い
意
志
を
持
っ

て
、
大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
困
難
な
状
況
に
負
け
ず

自
分
が
な
す
べ
き
こ
と
に
集
中

し
て
取
り
組
み
、
こ
の
一
年
間

を
振
り
返
っ
た
と
き
「
自
分
は

確
実
に
成
長
し
た
」
と
自
信
を

も
っ
て
言
え
る
よ
う
な
一
年
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

中
国
か
ら
マ
ス
ク
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

よ
う
こ
そ
玉
城
中
へ

新
任
職
員
の
紹
介

◇
当
面
の
間
、
集
会
形
式
で

の
教
職
員
紹
介
等
は
差
し
控
え

る
こ
と
と
し
ま
す
。
学
級
担
任

・
教
科
担
当
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
学
年
だ
よ
り
・
学
級
通

信
等
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
入
学
式
要
覧
」
に
記
載

令和２年 ４月２０日（月） ４月号 玉城中学校だより

花いっぱいで学校再開を待つ

段ボール箱いっぱいの医療用マスク

教室の整備を行いました


